
【主催】 独立行政法人中小企業基盤整備機構　【後援】 経済産業省中小企業庁 ほか

詳しくは公式HPから

https://j-venture.smrj.go.jp/
ベンチャーアワード2019.8.8 Thu. - 9.26 Thu.募集期間

新たな事業の創出や市場開拓に挑む、起業家を募集

時代を塗り替える
挑戦者になれ



Japan Venture Awardsは、

革新的かつ潜在成長力の高い事業や、

社会的課題の解決に資する事業を行う、

志の高いベンチャー企業の経営者を称える表彰制度です。

2000年以来、289名のベンチャー経営者等が受賞し、

それぞれの事業とともに

日本を支えるリーダーへと成長を遂げています。

次なる日本のリーダーとして果敢に挑戦する起業家を、

ロールモデルとして広く紹介することで、

創業機運を高め、日本における創業の促進を図ります。

時代を塗り替える
挑戦者になれ



Japan Venture Awards 2020

創業後概ね15年以内※1であり、高い志を持ち、自立する中小企業など※2の経営者又は代表者

▶前回（JVA2019）応募状況
創業間もないベンチャーから、第2創業に取り組む中小企業まで、幅広い業種・社歴の経営者から応募いただいています。
年代層も20～70代まで幅広く、多様性に富んだベンチャー経営者の発掘につながっています。

▶審査基準
革新性、成長性、経営者の資質、社会性について審査を行います。

※1　社歴に関わらず、経営の多角化や事業転換により、新事業展開した場合を含む
※2　企業を主な対象といたしますが、NPO法人、LLC（合同会社）などの応募も可能とします。

▶中小企業について
募集対象とする中小企業などは、下記のいずれかに該当する個人事業主、法人又はそれらによって構成される組織とし、
活動主体が国内にあるものとします。（中小企業基本法より）
●製造業その他 資本金3億円以下、又は常時使用する従業員が300人以下
●卸売業 資本金1億円以下、又は常時使用する従業員が100人以下
●小売業 資本金5千万円以下、又は常時使用する従業員が50人以下
●サービス業 資本金5千万円以下、又は常時使用する従業員が100人以下

ベンチャーキャピタリスト奨励賞

現在、ベンチャー企業に対して支援を行っており、今後も継続して活動するベンチャーキャピタリスト
▶応募対象

▶応募対象

これまでのベンチャー企業に対する支援活動内容・実績、イノベーション・社会への貢献度について審査します。

JVA2020審査委員会（敬称略・順不同）
●東出 浩教 氏 早稲田大学大学院経営管理研究科（早稲田大学ビジネススクール）教授 ／ 日本ベンチャー学会　理事
●小野 由理 氏 株式会社三菱総合研究所　オープンイノベーションセンター長
●高乗 正行 氏 株式会社チップワンストップ　代表取締役社長
●中野 慎三 氏 一般社団法人日本ベンチャーキャピタル協会　会長 
●平尾 孝憲 氏 国立研究開発法人科学技術振興機構　産学共同開発部長
●吉田 剛 氏 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構　イノベーション推進部長

有識者で構成されたJVA2020審査委員会で審査します。
▶審査員

●東出 浩教 氏 早稲田大学大学院経営管理研究科（早稲田大学ビジネススクール）教授 ／ 日本ベンチャー学会　理事
●赤浦 徹 氏 一般社団法人日本ベンチャーキャピタル協会　会長
●市川 隆治 氏 一般財団法人ベンチャーエンタープライズセンター　理事長
●高乗 正行 氏 株式会社チップワンストップ　代表取締役社長

▶審査基準

▶審査員（敬称略・順不同）

■事業内容
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サービス業

情報通信業
製造業

学術研究・専門・技術サービス業
医療・福祉

建設業
教育・学習支援業

不動産業・物品賃貸業
上記以外

卸売業・小売業
生活関連サービス・娯楽業

14.2%

22.2%
17.0%

8.0%
8.0%

2.3%
2.3%
1.7%

6.8%
3.4%

14.1%

60代
13%

70代
7%

20代 3%

30代
25%

40代
33%

50代
19%

■経営者の年代■設立年数

0～3年
35%

4～10年
44%

11年以上
21%



表彰名

スケジュール

応募手順

1  公式ホームページ（HP）より「事前申込ID」を取得する

2  公式HPから『応募様式』をダウンロード
※ID取得申請後、事務局よりメールでIDを発行。応募の未受理を防ぐためご協力をお願いします。

3  提出書類の準備・作成
※印刷される場合、片面印刷でご提出ください。

4  提出書類を事務局に
    E-mail又は郵送で提出

ベンチャーアワード

提出書類

□ 応募様式（A4・8枚以内）
□ 会社案内（3点以内）
□ 製品・技術・サービスの説明資料（A4・3枚以内）
□ 過去3年分の財務諸表（貸借対照表・損益計算書） ※ただし決算を迎えていない企業の場合不要です。
□ 新聞・雑誌などの掲載記事（3点以内）
□ 推薦者記入様式 ※任意

□ 応募様式（A4）
□ 添付資料（応募内容を補完する資料。必要に応じ提出。A4・5枚程度）

JVA2020運営事務局
応募書類の送付先・お問い合わせ先

【E-mail】 jva2020＠operation-desk.jp
【郵送・宅配便】 〒101-0052 東京都千代田区神田小川町2-10 ADEXビル6F
【TEL】 03-3292-5088

募集開始

書類締切
2019年

9月26日（木）
必着

ベンチャー
キャピタリスト奨励賞

2019年
10月17日（木）必着

ベンチャー
キャピタリスト奨励賞
12月12日（木）

書類審査
1次審査・
2次審査

書類審査の
結果通知
11月下旬

面接審査
12月10日（火） 表彰式（受賞者発表）

2020年2月25日（火）
【会場】虎ノ門ヒルズフォーラム

※ご応募いただきました皆様には、「書類受理の確認（メール）」および「選考結果（書面）」をご連絡申し上げます。

応募様式はできるだけ、電子データ
でご送付いただきますよう、ご協力
をお願いします。

事業内容、活動実績、経営者の資質や社会的な評価（貢献度）などを総合的に評価の上、他の企業の模範として相応しい極めて優秀な経営者。
経済産業大臣賞

事業内容、活動実績、経営者の資質などを総合的に評価して特に優秀な経営者。
中小企業庁長官賞

優秀な事例のうち、公的支援策などを有効活用した模範的な事例となる経営者。
中小機構理事長賞

上記以外で、事業その他の特徴と経営者を総合的に評価して、テーマ別に特別表彰を行う。
JVA審査委員会 特別賞 （女性起業家賞・シニア起業家賞・グローバル展開賞・技術イノベート賞など）

活動内容、活動実績、イノベーションへの貢献度、社会への貢献度等を総合的に評価の上、
今後の活躍が期待されるベンチャーキャピタリスト（事業会社の投資担当者を含む）。

ベンチャーキャピタリスト奨励賞

東日本大震災の被害の影響下においても、積極的に事業を推進、または他の被災者に対して支援を行うなど、他の企業の模範として相応しい経営者。
東日本大震災復興賞

ベンチャー
キャピタリスト奨励賞
提出書類



前回（JVA2019）受賞者紹介

※社名・役職等は受賞当時のものを記載

前回（JVA2019）ベンチャーキャピタリスト奨励賞 受賞者紹介

eコマース推進特別賞

中小機構理事長賞 中小機構理事長賞

中小企業庁長官賞

SDGs推進特別賞

中小機構理事長賞中小企業庁長官賞

秋枝 静香 氏
株式会社サイフューズ　
代表取締役

竹延 幸雄 氏
株式会社ＫＭユナイテッド　
創業者・取締役社長

経済産業大臣賞

人羅 俊実 氏
株式会社FLOSFIA　
代表取締役社長

中西 敦士 氏
トリプル・ダブリュー・ジャパン株式会社　
代表取締役

秋田 智司 氏
WASSHA株式会社　
代表取締役CEO

水野 雄介 氏
ライフイズテック株式会社　
代表取締役CEO

中島 徳至 氏
Global Mobility Service 株式会社　
代表取締役 社長執行役員/CEO

上ノ山 慎哉 氏
スタークス株式会社　
代表取締役

野内 敦 氏
株式会社オプトベンチャーズ　
代表取締役

手嶋 浩己 氏
XTech Ventures
共同創業者 兼 ジェネラルパートナー

・クラウド型・物流プラットフォームサービス
  「クラウドロジ」
・LINE＠に特化した
  カスタマーサポートツール「CScloud」

過去の事業立ち上げ経験、経営経験を生かした
ハンズオン型投資を基本方針として活動。事業
経験が活かしやすいアーリー～ミドルステージ
をメインターゲットとしており、オプトグループの
アセットを使った支援から、外部リソースの活用
まで幅広くネットワークを生かした支援にあた
り、起業家の実現したい大きな世界観を応援。

主に３０－４０代を想定したミドル起業家の
シードアーリー期の支援をコンセプトにXTech 
Venturesを共同創業し、投資家としての活動を
開始。それまでは主にネット上場企業のグルー
プ経営、事業立ち上げなど、事業経営者として
活動してきた。今後も、経営者と投資家としての
活動を並走していく予定。

電力の「量り売り」サービス、および照明・ITデ
バイスのレンタルサービス等を通じて、開発途
上国の未電化地域に暮らす人々に「新しい体
験」を提供。

中高生向けIT・プログラミング教育キャンプ/
スクール/イベントの企画・運営、ならびにオン
ラインプログラミング教育サービスの開発・
運営

排泄予測デバイス「DFree（ディー・フリー）」の
企画・開発・販売を行う。日本・アメリカ・フラン
スにて、介護施設向けと個人向けのプロダクト
を販売。

細胞版３D プリンタを用いた三次元細胞製品の開発
①再生医療等製品及び細胞製品の開発　
②創薬支援ツールの開発
③細胞版３D プリンタの開発・販売等

世界で20億人の車を購入したくともファイナン
スの審査に通過できない人々に、ファイナンス
を利用でき生活を豊かにするFinTechサービ
スを国内外で展開しています。

塗装業を中心としながらも縦割りの建設業に
横ぐしを刺す新たな施工展開（多能工化・高付
加価値化）、建設関連資材・建設向けＨＲテッ
クの事業運営（開発・知財・商品化）。

画期的な新材料「コランダム構造酸化ガリウ
ム」を用いた超低損失・低コストなパワー半導
体の事業化と独自成膜技術「ミストドライⓇ
法」の応用展開。



【　主　催　】 独立行政法人中小企業基盤整備機構  創業・ベンチャー支援部  創業・ベンチャー支援課
【運営事務局】 JVA2020運営事務局  〒101-0052 東京都千代田区神田小川町2-10 ADEXビル6F   TEL 03-3292-5088   E-mail  jva2020＠operation-desk.jp

中小機構（正式名称：中小企業基盤整備機構）は経済産業省所管の独立行政法人で、中小企業施策の総合的な実施機関としての役割を果たしています。

後  援

協  力

日本経済新聞社NPO法人ETIC.

国立研究開発法人産業技術総合研究所
国立研究開発法人

新エネルギー・産業技術総合開発機構

日本商工会議所独立行政法人情報処理推進機構

中小企業庁 国立研究開発法人科学技術振興機構

一般財団法人ベンチャーエンタープライズセンター 公益社団法人日本ニュービジネス協議会連合会全国中小企業団体中央会

株式会社商工組合中央金庫

全国地方新聞社連合会全国イノベーション推進機関ネットワーク

株式会社日本政策金融公庫

日本ベンチャー学会 一般社団法人日本ベンチャーキャピタル協会

全国商工会連合会

月刊事業構想有限責任あずさ監査法人 DRIVE（運営：NPO法人ETIC.）
アントレサロン

（運営：銀座セカンドライフ株式会社）

日刊工業新聞社 一般社団法人日本スタートアップ支援協会
INNOVATION LEADERS SUMMIT
（運営：株式会社プロジェクトニッポン）

タイアッププロジェクト

ジャパン・ヘルスケアビジネスコンテスト


